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新
幹
線
整
備
の

　
　
　
実
現
を
目
指
し
て

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
は
、
新
幹

線
や
高
速
道
路
な
ど
の
基
幹
的
な
社
会
基

盤
整
備
が
、
他
の
地
域
と
比
べ
て
遅
れ
を

と
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
人
口

や
産
業
を
流
出
さ
せ
、
他
の
地
域
と
の
格

差
を
拡
大
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
は
、
建
設
を
開
始
す
べ
き
新
幹
線
鉄

道
路
線
（
基
本
計
画
路
線
）
と
し
て
山
陰

新
幹
線
と
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹

●山陰新幹線

　基本計画では「起点　大阪市、主な経過地　

鳥取市付近・松江市付近、終点　下関市」と定

められています。

●中国横断新幹線（伯備新幹線）

　基本計画では「起点　岡山市、終点　松江市」

と定められています。

※推進会議では、岡山市と出雲市を結ぶ「特急

やくも号のルート」に近いものをイメージして、

「伯備新幹線」と呼んでいます。

※東西を走る「米子市～松江市～出雲市」は「山

陰新幹線」との供用区間となります。

岡山市

下関市

出雲市

山陰新幹線

中国横断新幹線（伯備新幹線）

松江市 米子市

【
問
い
合
わ
せ
】

中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）

整
備
推
進
会
議

（
事
務
局
：
松
江
市
交
通
政
策
課
）

電
話
０
８
５
２-

55-

５
２
０
９

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
へ
の
効
果

●
短
い
時
間
で
移
動
で
き
る
た
め
、
仕
事

や
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
気
軽
に
行
き

来
で
き
る
ほ
か
、
滞
在
も
長
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
を
使
え
ば
、
引
っ
越
し

や
単
身
赴
任
を
し
な
く
て
も
通
勤
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
定
住
促
進
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の

拡
大
な
ど
が
実
現
し
、
大
き
な
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
島
根
県
で
は
、
県
民
所
得
が
５
・
81
兆

円
、
人
口
が
17
・
８
万
人
の
増
加
と
な
る

試
算
も
出
て
い
ま
す
。
（
京
都
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科　

藤
井
聡
研
究
室
試
算
。

２
０
３
１
年
着
工
、
２
０
４
５
年
建
設
完

了
、
２
０
４
６
年
供
用
開
始
を
想
定
。
）

線
）
の
2
路
線
を
昭
和
48
年
に
定
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
45
年
以
上
に
わ

た
り
進
展
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
安
来
市
を
含
む
、
圏
域
の

市
町
村
、
市
町
村
議
会
、
経
済
団
体
の
計

44
団
体
は
、
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新

幹
線
）
整
備
推
進
会
議
を
令
和
元
年
５
月

に
設
立
。
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹

線
）
と
山
陰
新
幹
線
の
実
現
に
向
け
た
国

へ
の
要
望
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
へ
の
要
望
内
容

①
「
中
国
横
断
新
幹
線
」
（
伯
備
新
幹
線
）

と
「
山
陰
新
幹
線
」
を
次
期
整
備
計
画
に

位
置
付
け
る
こ
と

②
新
幹
線
整
備
に
か
か
る
予
算
総
枠
の
拡

大
を
図
る
こ
と

③
整
備
事
業
費
の
地
元
負
担
の
あ
り
方
の

見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

④
並
行
在
来
線
を
経
営
分
離
し
な
い
た
め

に
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と

米子 名古屋
+95 分

+100 分

+45 分

新大阪

博多

岡山松江

出雲

2 時間 10 分→ 33 分（1時間 37 分短縮）

2時間 40 分→ 44 分（1時間 56 分短縮）

3時間→ 58分（2時間 2分短縮）

新幹線が通ると・・・


